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わ

上
：：

に
於
て
木
朽
め
：效
績
を
殘
し
お
牌
謂
る

'填
太
利
學
者
派
の
ニ
人
タ
リ
ー
ド
リ
ー
じ

•
フ
ォ：

ン
•ウ
ィ
-
-ザ
ー
を
'記
念
ポ
る 

辟
に
.、
：：

「

現
代
の̂
：經
浪^
論」

と

題

す

，る

論
^
<集
全
'四
卷
が
が
：ハ
：
ン
：

.ス
，
マ
，
ィ

ヤ

ー

:の
手
に
依
ウ
て
編
嚴5
行
さ
れ
た
。
此
四
卷
の
中
、
最
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にS

行
さ
れ
た
第

11

暴
に
はtv

1

論
.に
W
す
：る
論
文
が
世
界
各
國
め
學
者
ょ
り

.寄
稿
.さ
れ
て
居
：る0
數
多
い
論
文
の
中
で
特
に
攀
者 

め
注
意
が
意
が
を
わ
；ほ
。
函

數

的

還

論

わ

霞

：

ど
摩
ず

る
：：C

シ
*̂ズ
.、
，，
マ
ィ
ヤ
ー

の
論
文
せ
あ
：タ

た

。
ッ
氏
は
現
に
維
納
に
在
一
つ
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填
末
1

統
☆
價
値
學
說
を
繼
ぐ
第

1:.

人
者
や
を
る
。
；
論
ザ
為
所
ば
#
近

我

於

ガ

も

频

ひ

に

嫌

i&

し
せlie

る
曲
數
的®

論̂
、
ヤ
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.
#ず
；̂
ぱ
償
格
平
衡
論
の

p
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に

激

て

ぐ

れ

る

ま
：：：

ゾ一：.-::

:

ら
元
来
けf

又
：：

M

精
め
激
的
說
明
方
法
は
填
太
利
學
滅
固
有

'の
財
産
セ
は
な
く
、
敦
學
派
が
キ
我
セ
©

年
代
め
初
ホ
ゆ
所
謂
を
限 

#

效
1

を
：唱

媒

お

勝S

B
殆
：ど
時
を
同&
ふ

で

英

國

：や
瑜
西
に
.起
つ
た
所
の
數
學
的
說
明
に
依
る
效

§

が
ら
發
建
：し" 

嫌
だ
を
わ
せ
あ
る
け
填
ガ
刹
舉
派
本
來
ゆ
生
觀
的

.便
條
爾
§̂

=
}
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霞
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言
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:
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.ゐ
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。
.
し
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し
か
ぅ
し
た
觸
書
の
驚
は
當
局
，の

‘
'

「

世
*

融̂
i

:

f

'
-

紫

、
諧
國
共
無
差
ま>
-實
f

貸
傲
可
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i
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矛

盾

す

る

も
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、
で

あ
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と
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ま

で
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用
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ふ

一

つ
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主

觀

的

要

素

ビ

因
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翼

一

と

し

調

す

を

Q
：

で
あ
る
ネ
換
言
す.
ぱ̂
、
.廣
 

値

誉

の

次

第
I

果
的
i

明
：し

ま

も

や

る#
に
"
1

:利S

派
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;
の
：̂

か
あ
る
'。
拖
獄
ポ
ほ
；
|
#派
：禁
1
頭
と

る
.
ン
ガ
ー
、1ク
ィ
ー

ザ
！
及
び
べI
ム
•
.バ
グ.H

ル
.ク
の
何
れ.に
依
ウ
て
も
縱
用
さ.れ
て2s;^o:

否

な

れ

許

か

サ

は

，
^
.

5:0:1 爾
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的
說
明
の
先W
と
看
做
ざ
れ.て
居
る
：：ジ

H,%

シ
：ス
：に̂
 ̂

.
レ
ネ
ン
•
ク
ル
ラ
ス
に
し
ろ
其
初
め
の
意
圆
は
確
に
懷
格
形
成
の
原
因
を 

明
に
i

n

o

た
。
然
る'淀

等

の
.人
£

が
共
後
を
繼

.S

一：だ

所

の

取

謂

を

ザ

シ

ス

拳

派
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ま

る
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數

學
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用
の
説
明
方
法
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と
相
俟
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て
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償

霞
§

因
果
的
8

备

斥

し

、
，'償
胳

平

衡

翦

：
§:
;
^
^
.

を
ぱ
§

的
に
：溝

や

る

と

，と
：を
以
て

M
M 

H.

み
：ベ
，
！
グ
：

|
更
に
：又 

ら

な

傾

向

：が
：存

在

す

：：る

と

述

Y
セ

居

る9
:

(

同

誉

；
ニ
五
。

頁

)

V
- 

r
,
:
.
. 

f

胥

タ

；\

填

太

葡

學

派

の

：
！
；

^
:
^
統
'を
繼
ぃ
で
，3
^
-
^
ま

や

タ

：
ィ
.
，

ザ

ー

:
:
に

思

實

を

盡

さ

.ぅ
と
す
る
マ
ィ
ヤ
，
1

が
>
:
如
可
な
る
批

|?p

を
比
，

ffr 

數
的
慎
格
諭
に
下
さ
ぅ
と
す
る
か
に
興
味
を
持
つ
。

先
づ
最
初
に
平
衡
論
と
は
何
を
意
味
す
る
か
、
其
意
味
を
明
確
に
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

.マ
ィ
T

の
言
壊
をi

!
昔
り 

て
言
へ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。
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平
衡
論
と
は
、
隙

4
:
,

政
熊
が
達
せ
ら
れ
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
交
換
行
爲

.
に

依
る
ょ

り

以

上

の

財

貨

の

移

動

が

最

早

や

全

く

生
ぜ 

S

合
に
單一

市
場
に
於
け
る
全
財
ぜ

一

切t

債
格
、
俄
給4
及
び
需
要
量
相
互
間
に
存
在
ず
る
所
の
置
的
關
係
を
訊
述
す
る
こ
と
で 

あ
る
0
取
く
の
如
き
狀
態
は
雜
濟
に
於
て
、
經
驗
的
に
は
完
全
に
實
現
さ
れ
る
こ
と
の

，
ぐ̂
無
.い
も
の
で.あ
り
、
又
若
し
そ
れ
に
近

5

 

狀
態
か
生
れ
る*
'
^
レ
ま
一
置
■

間f

 M

ま

る

■

蓋

も

ま

あ

き

ま

もT
き

平

衡

論

は

、
經
濟
の
要
素
が
.總
て
疲
ら
す
、

此
i

實
現
に
向
ふ
傾
向
が
あ
る
と
い
ふ
理
由
を
以
て
、
便
格
理
論
の
認
識
對

f

其
れ
の
中
に
樹
立
す
ぺ
き
-
で
あ
る
と
信
じ
て
居
る

ク

タ

あ

；る

。

」(

同

書1-

五
.
i

s此
定

義

は

：簡

忙

し

.て
妻

を

得

て

居

る

：マ

魏

5
#

る
湘
反
す
る
力
と
力
と
：が
衝
突
す
る
時
は

 

> 其
間
に
相 

冗

；に

作

愤

反

作

明

が

起

-
、̂
結
局
は
マ.其
等
の
：力

の
.間
乂
咸
糧
度
の
廣
張
感
一
t
保

，
ホ

っ

.
；
-
^
静

此

す

る

ン

此

靜

此

は

ク

外

部

か

ら

の

別

の
 

力
.：に
，依

っ

て

相

對

立

.せ
る
力
が
影
響
を
蒙
る
時
に
照
'び
破
れ
、
力
と
力
，の
間
に
は
又
も
‘や
作
用
と
反
作
用
の
，往
復
が
始
る
が
、
次
第
に
治 

，
ま

っ

，て
,
結
局
舊
と.同
t
か
又
は
之
と
襄
っ.た
緊
張
感
を
以
つ
て.對
立
し
：っ
：\:靜
止
狀
熊
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
斯
様
な
力
と
力
の
物 

理

的

關

係

を

：經

濟

.の
：方

面

：
に
：於

V

相
對
立
す
る.力
.と
力
と
'の
間
に
應
用
し
ょ
ぅ
と
し
た
の
が
平
衡
諭
で
：あ
る
。
即
ち
市
場
に
現
れ
る
各 

.糖
財
：貨. の：：；1

切
の
：需

要

量

灘

に

：供

給

量

の

間

に

は

湘

反

す

る

：力
と
力
の
：對

M

が
あ
り
、
此
對
立
の
爭
ひ
は
結
局
相
互
の
間
に

一

定
の
嚴 

張
を
保
も
う\
，.換
言
す
れ
ば
或
價
將
を
！

蓋
.か
慎
格
-
は̂
同
時
に
需.耍
者
め
側
か
ら
風
た
需
要
：の
弾
ぶ
供
®
.
の
側
か
ら
見
た
佛 

'給
め
强
さ
を
表
現
す.る
：も
め
に
外
な
ら
ぬ1

定
め
っ
\ 

>晚
み
合
ひ
の
ま\
:静

业

督
'に
陷
入
る
の
で
あ
：る
力
或
程
度
の
緊
張
、
或 

糧

庶

の

償

精

と

：
：

^
ふ

：の

は

：
、
，
其

程

度

‘か
ら
左
^

れ̂
於
へ
ホ
毫
程
偏
し
そ
も
直
ち
に
相
對
抗
せ
る
カ
：の
均
衡
が
破
れ
る
と
、ぃ
ふ
、
.恰
度 

中
心
に
當
る
程
度
を
ぐ

4

のP

ぁ
を
。
.此
：程

虔

：の

慎

精

が

生

れ

る

.ま
：
で
；
ぱ
力
え
カ
ー
と

.は
宏

れM

じ
合
ひ
：、
影

響

：
の

.

を
及1:1

し
合 

っ
：.て
止
ま
ぬ0
,然
ギ
に
斯
ぐ
の
如
ま
平
衡
一

1

は
：
現
實0
社
含

に

：於
て
.は
殆
.ど
圣
生
：じ得
な
：：

言

0

て
ょ5

何
故
か
と.5

ふ
，に, 

各
種
脉
冀
の
需
要-
^
^
供
給
に
對
し
，
\
ホ̂
|
か̂
ら
0
料
戟
が
不
斷
に
加
へ
ら
れ> ̂

.
1
.っ
の
平
銜
狀
熊
を
生
み
出
す
時
間
的 

'餘
裕
が
與. ：

へ
ら
，
れ

：る

た

：
：ふ

は

：
殆

：ど

全

ぐ

.無
；
い

か

ら
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語
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供
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他
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僕
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：

1

義
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的
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跋
述
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ふ
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依
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て
举
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膨
の
構
進
法

g
.

又
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膝
武
法
則
を
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め
る
も
め
せ

.あ

る一？：：

平

衡

，
の

靜

止

：
狀

熊

：
に

相

深

に

保

持

さ

れ

る 

,

の
要
素
は
總
：
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皆̂
广
同
時
に

「

與
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を
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^
:れ
.；ぶ
想
定
さ
れ
る>
"但
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數
學
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な
會
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に
於
ポ
；

}
同
時
的
に̂

ぃ
の
も
め
と
想
定
さ
⑥
る
^
=
>
め
.
#はな

..$:0 し：

：瓶
何
な
：̂<
^
耍
素
と
，離

も

ま

他

め

も

の

：
ょ

り

：

^
以
前
^
殺
へ
ら
れ

L

ス
さrU

は
な
'ぐ
、
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此
等
の
も

翁
數
搬
傅
格
撒
め#

識
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3̂r-ry~îctr.̂̂ 
rf-:i-̂b,.t-.i,Avt...̂t.4-.'.
 

j 

r 
i>
 

r
- Tl 

.- 

-
s 

l
>
! 

—
i
-
-
.
f
t 

>
.
-
n
.
«
y
i
-
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ゆ
：、'間
に
轉1

ま

的

な

：
因

果

關

係

は

存

ま

.

.
ハ
ボ
總
ま
；

^

為
2

:

^

;的

に

足

ま

り

、

j

個

め

完

成

せ

る

體

幕

中

の

壁

數

と

，
；
^
て

互

に 

ま

#

S

:
雨

に

基-
^
.遇Q

:

相

位

：
す

る

：

§

侠

霞5
^

に

立

ま

襄

言

す

れ

ぱ

ハ：；：̂

ま
つ
め
要
素
が
ま
：ま
を
變
.，へ.

他
の
；耍
素
が 

總
.て
營
す
自

働

的

：に

逾

應

督

；

8

运

#
^
.
;
^
;

と
.お
ん
所
購
る0
;
|
,
般
的
相
ま
せ
存
じ
の
韻
係
.に
&

.
此
V

般
的
相
：

1-?!

依

猪

め

置
★

ぱ
聯
立
®

數
；&
程
武
忙
银-
f
表
斑
ポ
る
：お
：
i
:が
#

何

な

：
：
る
.廣
義
を
有
；
.

え̂
，か

を
.ふ

を

，そ
れ
は 

其

表

：現

す

名

：
方

程

1
1
の̂
：數

が
1
勞̂
糧
ポ
中
に'含
ま
れ
た
る
未
知
數
に
等
し
い
場
合
に
於
て
、
問

 

の
慎
格
.の
高
さ
が

I

義
的 

-

に
解
決
.
,得̂
^
?
-わ̂
：巧
あ>
0
;
;
/
^
:
^
^

承
©

朋
遮
ら.
^た
。̂̂
:ふ
：̂
な̂
：る
ぶ5
ふ
點
に
あ
る

Q

で
あ
る
。

元

来

激

學

的

讚

明

ま

；
ふ

ぁ

の

：
は

、
，
其

證

朋

め

過

舞

に

：：
於

v
r
:
:
w

ベ
.
；
ら

名

材

赞

か
 

i

の
：
公s
m

:ま
Q
:
:て
；
启

働

的

兽

は

れ

：

^
?
;
Aめ

：
M
:
5
^
.
ヵ
；
，
：
そ

れ

敢

^

證̂
明
め
1

即
を
數
式
能
算
'の
繞
過
に
不
法
意
の
誤
ヵ
が
な
い 

と
す
れ.ぱ
：
，.其
.成
嚴
の
！̂
義
は
；；.：偏
，化
該
數
檢
其
に
耍
せ
.
！
材̂
料
如
何
に
あ.
^
^
^
^

經
驗
的
命
題
に
矛
盾4
、ゾ
或
は
相|
1
?
|
間
に
矛
厲̂

含̂
お
な
あ
巧’：.，其意

#
:

值

値

せ

あ
る
：。：；：

文

若

し

其

村

料

が

論

理

的

4
,

极

底

に

立 

ち

得

，る

る

セ

，
な

，

5

廣
誰
禅
爭
の‘養

を

帶

ぶ

ま

；ル

で

ま#

な
S

?に
は

.、
；；：

該
數
式
：
^

舉
な
ネ
表
商
的
叙
嫌^^

義

附
け
る
爲
ま
に

a

渉
親
鹿M

溯i
M

摩
が
あ
：る0
:パ
同
®

五J
.
S

參
照)

.

.
ん
' 

,

,

h

'，リ 

ン
マ
ィ
ヤ

r
-

は
珊
パ
の.⑩

律

備
,

S

观
S

沸

學

え

し

セ

ま

あ,
,

J

人
み
ふ
斧
代
順
に
其M
上
に
拉
し
て
弗
る0,:,印
ち 

ク
.
-ル^

(
A
.

 

5
:ぬ
ヴ|

け5〕

.
^
:
.
^
始
め
て
、
ジ
>
碎

ン

S
t

.

ゾ
ル
ラ
ス(

r

r
タ

l

i)

パ
レ
1

ト(
V
,

 

"

a

n

)

を
®
、

最
後
に.カ

タ

ま

タQ
a
s
s

タ

ま

げ

を

此

各

人

ま

て'を

-

^
詳

猪

る

批

刺

を#

へ'
:て
f

。

：-::: 

. 

::'身！

聯
め
册
評
；
^
掘
觀
す
る
：
.に
ン
、
そ

れ-
-
-
;
^
,
:
^

ぁ

趣
0
趨

旨

は

此

等

數

溺.1
^
#
濟
§

の
ぉ
れ.，
^
^
^

^

居̂

ら

：
滿

ょ

S

ふ
篇
に
ネ̂
o
:
o
;其

遷

の

ま

换
.本
的
な4

、

の

遂

缴

的
.

s
爾

が

、
，
，

.

^
^
.
K
け
‘で

セ

單

に
a

粟
-

供

給

及

ぴ

值

格

.，

ひ
藍
的
鼠
係
を
表
，
#
す
る
も
み
で
ぁ'つ
>て
；、
如.何
に
し
ゼ
骑
身
ぬ
徵
梭
が
定
ま
：る

#
:ど
：お
；^齋
生
时
な
：因
果

g
說
明
を
®

し

成

せ
 

.ら

る

ぐ

潜

格

其

嫩

に

對

ホ

る

能

明

を

缺

く

ど

$

ま

多

數S

数
理
®

&
举奪が：ャ與初めに

に於て：

せ
財
の
霉
は 

定まみ：：
か；と

5
： :

ふ
因
的
，

^
間
題
を
設.

る
め
も
桐
ら.

^

の
盤
：中
に
：救
て
；

の
表
現
ぼ
移
：を
時
；

^
ほ
、
說
明 

の
當
の
良
的
が
域
め
想
定
や
ら
，れ
：

^
廣̂

る

と

，
い
：
ふ

頗

る

不

全

な

る

®

明

ど

行.ぶ

着

い

ふ./
^
;
も
.あ

..；：チ
'も

ヤ

ー±̂
跋

；
§

し

来

た

れ

る

學 

者

そ

れ'

^
に

就'
§

摘

す

る0
、
；
；
更

に

今

！：

ウ
の‘原

因

と,
で̂
マ
，
ィ

ャ

の
.寒

へ

，
る
，
撒

は

彼

：等

ぬ

寒

.へ

る

方
'程
式
，

5̂

樹
立
す
る
.に 

當
ク
て
置
义
所
の
：前
韻
に
メ
現

|
|
^
^
1
矛

盾

せ

；
る

數

の

|
1
^
^
;
か
ぉ
れ̂

：、#
ホ
も
限
雄
效
旧̂
?等
の
法
則
は
與
主
な
，

^
?
.も
ひ
：サ
を
る.と
い
ふ
0 

:
,函
數あ

-
®

ま
に
一
依
：：
^
懷

格

平

獨

謝

が

發

生

諭

的

；
ほ

償

挤

擎

の
；：

次

第

を

説

明
.ホ

るも
の
：！
；；

な

い

ざ

，
と

ほ

轉

て

ぐ

，
ィ

ボ

ポ

i

日
を
僚
ク 

ま
で
も
.な
：̂

:

^

#は
ガ
：̂
數̂
§
^
濟
行
爲
者
蒸
數
蜜
の
各
種
财
賀
を
ぱ
躍

一
.

の
完
全
な
る
自
由
麓
爭
市
場
に
於
て
そ
れ
ぐ
相 

反
す
る
力
を
ね
て
ポ

引
.： r

合

を

換

あ

♦
時
に
、
共
處
に

一

ゆ
力
ぬ
齋
徵
狀
態
が
，盛
甚
あ
得
.る
务5

：

ふ
こ
と
、
換
賞
す̂
^
: 

安
乂 S

s
®

ぅ

と

ポ

を

：
も

◎

め

評

懷

み

这

.0̂
1̂

對

に

高.
寶̂
も
ぅ
と
す
る§
:
評
傅
ぉ
ボ
鏡.ひ
合
つ
て1

落伸
，；；；

所

の

谦

る

高

；
さ

.

^
 

即

：
あ

或

働

精
一
-
-

が
存
布
す
る
と
：

i.

ふ
A
:と
#
誰
明
す
るf

ぬ
⑨
ぉ
る
。.而<->v̂

其g

明
の
；：巧
に
乂
要
§

提
ぉ
經
驗
の
他
根
か
ら
袖 

象
.；̂
魂
,
ゎ̂(

消

；
ペ
ー
ぱ
；
ハ
：
一
；

の

.原得
：；

睡

银

效

ぼ1

ひ，％

則

ハ

：
順

：
じ
く
服
界
效
一

#
摄

等S.

法

則/
-效

用

榮

の

：
法

則

等

S
此
等 

◎
概
念
的
眞
雍̂
3
!
!
=
!

組
<
5
1せ

お

：

！

タ

の

：
理

激

翦

|
お̂
る
’
^
:
:
;
從

：0^
,て
其
給
論
は
瓶1

め
1
1
1
!的
と
：.し
て
判
つ
セ.居
る
^

や
で
あ
り
，
其
推
諭 

め
過
程
.は
：全A
-雜̂
純
.

る

推

理

：
で

ぁ

ら

：；

R

何
等
溺
實◎
說
明
に
就
て
：新
，

盤

；

^
.る
所
：

の
.：

あ
.

る
.：

ぺ
；き
性
賞
の
も
の
V

で
；
は

な

：
い 

平

通

に

ま

て

；
ハ
、
平

衡

俄

#

に
於
て
成
立
ず.ベ
；ぎ
：償

格

ぉ

斯

ね

て

；組
立
て
も
れ
た
る

r:r

聯
の
懷
格
方
猎
武
は
縦
令
ひ
そ
れ
が
數
學 

的

に

解

き

得

る

も

め

：
：セ

あ

基

と

し

て

も

、
：
，
：
決

し

.セ
懷
格
其
物
の

I

形

成

事

情

を

説

明

し

：
た

と

：

.と
に
ば
な
：も
ぬ
。
.、
あ
れ
1

平
海
價
格
成
立
；

.に
必
奥
な
條
仲̂
單
に
：表
規
；し
た
化
過
ぜ
な

5
。

平
辦
の
ガ
糖
武
か
ら
は

：
、
.

.
:

:

.

爾

數

的

俄

格

I
J

i
^

償

银

ソ. 

：
l
.
:
i
、

 

a
i

m

ビず
.：：̂

-̂
r
r
r
^
t
-̂'
r
-
r
,

 

i
 

,

1

4

:

^
 

>
.
-
1 

i 

c 

^

1
 

t 

* 

? 

* 

3
. 

I
 

. 

M 

 ̂

> 

,
r

レ

•- 

. 

? 

- 

- 

/
.
»
; 

. 

‘
l
i
-
- 

7.
.
-1.•
'
*
、
--. 

•- 

-V 

.,•-. 

■

•.-...

 

•-. 

.

.
-
►
-
>
l
.
-
.
-
c
v
r

.

'.. 

ニ'.-.- 

. 

-̂
- 

.
•
;
•
• 

-■-
 

-•. 

. 

yyn.'ŷl.r:-.
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滑
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が
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す
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と

い

ふ

こ

：
と
を

％

現
す
る
も
の
：
で
あ
る

0
:人
は12

及
的
多
大
の
欲
望
滿
：足
を
欲
し
；て
誤 

レ
か
な
る
な
ら
ぱ

 

>
'
:
最

後

，
に
：
ま

出

.せ
る
.

1

ま

位
®
:の
，限

探

效

用

は

從

前

に

投

じ

だ

：る
；何

れ
の
，單

位

量

：の

‘そ
れ

よ

り

も

大

い

こ

.と 

,
:は
な
~
5
^
智
で
あ
る

.々而
；
て
若
し
：、
：

：

各
財
の
：.限
界
效
；用
が

，1.

單

位

蜜

の

稽

減

に

連

れ

：て
，極

撒

少

：苑

农

對

の

方

向

t
變
化
す
；る
と
す
れ
ぱ 

最

後

：に

投

す

务

：：1
:

單

位
®
が

從

前

の

何

れ

，よ

す

も

策

み

る

艘

界

效

'
Wを
生
ま
ぬ
と

5

ふ

事

實

は

同

時

に

其

場

合

，に
：於

て

霞

の

限

界

效
 

用
が
檢
等
ホ
あ
る
：と
を
意
陆
す
る
タ
あ
ら
う

0
:實
際

於

て

如

何

な

財

の

：限
界
效
用
も
董
の
變
化
に
應
じ

V

微

少

：の
墙
減
を
す
る 

i
一
は
服
な
い.が
、
.鬼
に
；角
そ
れ
が
置

0̂

梢
加
に
應
じ
て
遞
減
す
る
と
レ
ふ
事
は
事
實
と
考
へ
て
よ

5

で
あ
ら
う
。
然
り
と
す
れ
ぱ
之 

を
法
则
と.ム
，てa
想
M
的
に
M

レ
サ
：數
又
は
グ.
lフ
を

を

，以
，
；
て
：
之

.を

表

現

す̂
^
#合
に

，
は
：各

財

.の
服
界
效p
,の
：
變§
を
連
；績

的

な

も 

レ
を
想
：定

す

る

と

と

は

決

し

て

論

：ポ
趣
の
：誤

^
で
も
；な
け
れ
.ぱ1̂

,

現

實

忙

盾

す

，る
假
定
で
も
な

5

で
あ
ら
う
。

::

所
韻0

變
化
：は
支.出
創
賞
て
、

の
..

均

等

な

變

化

を

起

す

こ

キ

；ィ
サ
：

a

ま
日
-
^通ゎ
殆ど
紋つ
：

v
^
i
:い
：ヵ̂ ̂

藉
を
鴻
：
<
者̂
が
從
前
め
資
出
め
ー
办
.：̂
ゆ
る
.

^
を
媳
に
す
る,
.セ̂

考

へ

ら

れ

ぬ

^
‘
.：俳

し

：
眼

界

效

：
藥

：
等

わ

法

则

は

斯

：様

な

：
：
こ
，：と

を

說

<
 

の

せ

は

な

か

ぐ

所

な

つ

ザ

；
減
货
サ
半
分
に
な
や
て
も

：
 ̂-<;

す
：̂
そ
か
-W

-

過
去
わ.智
識
經
驗
趣
味

4:1̂

尊
よ
り
-
^
:て
..

一

定

.あ
，®
東
.の
體
茶
を
推
；

4
^
4
:

ま
^

^
め
：ま
®

に

際

レ

て

は

常

冗

得

，

る
，
ベ
：
き
：
眼

界

效

用

.め
，
高

さ

に

應

じ

て

M

.
を

行̂
^

 ̂

■.
 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

教

的

ホ

1
®
;
:
: 
、 

■ 

a

六
；五
：

み

I,

五
：£
,

〕

l
^
v
g
d
#
*
n
v
r



1 

/
*
«
'
.
< 

> 

< 

-
u
*
?
- 

J

A 

.- 

r 

■

,
 
f
 

..
 

• 
V 

ニ

l-̂-

一.

Vlr/O-J〜-

.!i
ll
111

111]i l
I?fj1

B -

函

数

的

俄

裕

論

：
，の

'認
識
？
値t 

* 

r 

H
〈

ず

：

(
1

五
；
-
 ̂

5
 

說
-
c
^
の
、
で

あ

：る
：
プ

此

：
選

擇

<
^
^
完

全
f
^
^
;
^
行

ふ

爲

に
は
ハ

：：あ

ら
％

欲̂

擎

の

逾

類"
燕̂

ま

と̂

你̂

存

め3
儒
-
同̂
：時

に

知

：ヵ
同
時
に
ゾ 

決

：定

ず

る

；
こ
：：

^
.が
必
：耍
於
も
知
れ
な
：

5
.が
、-
:
^
#
な
晃
全
セ^
規
實
の
人
間
の
：行
動
に
貫
ま
す
る
タ

^
は
§
理
ー
ザ#
ま

\斯
樣
な
完
全' 

さ
を
表
：現
ず
：：る
；所

ぬ

嫩

：

^
的
^
現̂

は

、.
#タ
激
樣
な
ホ
向
询
に
向
力
ー
て
お

.勘
义

タ

：
^
を
；る
人
間
の
：
溯
⑥

在

則

化

；、
、
理

北

，

A
る
も
，の：

に

， 

外
ょ
ち
ぬ.の
で
あ
る>
;
.
斯

の

知

き

：次
第
や
：れ
つ
て
：ま
れ
ぱ
眼
器
效
；用
辟
等
の
：法
训
ホ
經
驗
的

Wf ：

實
と 

購
呼
ぱ
は
り
す
る
マ
ィ
ヤ1
の
意
見
：は
些
か
見
當
は
づ
れ
め
觀
を
：得
で
あ
ら

§
o
.

> 

'

-
以
：

か
に

於

て

：マ
：
イ

ザ

，

1
:の
論
文
、に
關
ず
る
紹
介
と
批
判
を

.終
る

。

)

最
後
に.肤
が
此
論
文
に
：依
つ
そ

の
文
章
に
依.つ
て

顧

介

し

，
て

S
か
う
O
.
V
- 

. 

- 

: ニ
：.リ
/
V;
じW
.
.
,
ン
^̂ 

J
/
,
/
.
'
:

じ
.：
，
こ

：，：
V

ク 

.:,: 「

平

衡

理

論

が

示

す

所

の

空

サ

に

浮

動

す

る

體

系

は

，ゾ

需

耍

と
い
" ：®

的
要
素
.の
必
耍
次
ぺ..べ^̂

て
：規

實

と

の

接

觸

が

：許

さ

れ

る

セ

：あ

ら

ヴ

0
-若
し
.此
處
：に

於.て
赖
タ
な
る
财
資
に
對
す
偶
人
；力，需
要
，

Q
;

關
係
ぷ
確
誰
す 

法
則
が
設
定
さ
れ
ネ
な
ら
ぱ

(

そ
れ
'

心
现
的
な』

法
則
'以
外
の
％

の
で
は
あ
り#
な
い)

、
.之
"に
偉
つ 

賣
ぐ
.，形
ま
®
程
と
；の
關
係
が
樹
立
さ
れ
る
で
.あ
：ち
う
：。

が

併

4

そ
れ
と
筒
時
に.勿
論

，問

題

は

単

な

；

.る
函
激
^

移

行

す

，一

t
O

セ
.あ
ら
う
。
一
ジ
.ぺ
ポ
ン
ス
、
，ワ
ル
ラ
ス
及
び
®

ら
確
認
.丄
て
居
ら
な
か

0

た
と
は
言
へ.、：、

C
.

レ>7
.

ト

亦C
,

ぬ
理
的
因
果
的
下
：
 

層H

作
を
以
.て
.

(

效

用

函

數

.又

は

オ

フ

 

ミ
チ
ッ
ト
涵
數
、
無
差
別
線
及
が
：限

.界
效
用
均
等
：の
法
則
に
依
り
て

)

之
を
試
み
た
の
で
あ 

る
？
併
し
な
が
ら
彼
等
.は
何
れ
も
中
绘
に
停
り
、
而
し
て
或
を
別
，の

>
1

見
容
易
に.目
的
に
達t

さ

う

，
だ

が

廣

實

の

：

§

個

め

：
举

へ

目

の

‘

目
..科
に
：導.ベ
途
を

取

つ

て

滿

足

し

，て

..ム
ま
：つ...
た
.
0 

.......

ク

ル

.，メ
や
，
-力
；
，
ッ
.
.
：
セ

.，：
ル

，.
は

最

.1

ポ

力..ら
，'此

遂

を

步

：
ん
.た
.の
-で
あ
.：る.。
V
.郎

ち
.、'全
體

系

め..，.

動
カ
ポ
ネ
需
要
は.

效
需
要』

と
：爲
り
、

『

有
效
寄
耍』

は『

ま
换』

と
化
し
て
仕
舞
ふ
。
.：之
が
爲
め
動
力
は
其
本
質
.を
剝
奪
さ
れ
ブ
廣
激 

と
.レ
て
®
系
中
の
：或
他
の
大
さ
の
，

€

數
と
爲る

？
'

之
：從
傅
つ
セ
體
系
の
励
熊
化
否
定
は
實
行
さ

4

•
，因

课
得
は
緋
除
さ
れマ：
.

一
お
^

依

存

性

が

救

助

さ

れ

る

。

勿

論

、
：
现

實

の

移

動

發

展

の

現

象

の

說

明

：の
，爲

に

體

系

を

有

意

義

な

ら

し

む

る

こ

と

は

之

を

全

く

斷

念

す
 

る

と

い

ふ

代
f
f
iを
拂
ふ
の
で
あ
る
。

」

：n

ニ
ニ
九

a

l

b

頁

)

と
？

ぺ

函
数
的
例
格

.諭
の

.
認
識
偵
値

3
1

六

七

(
1

五
七

6

IF

,J*..


